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背景
• バーチャルアシスタントは人間の会話を理解
可能 

- 日常のタスクのみ 

- ソフトウェア工学は？
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問題点
• ソフトウェア工学の会話について発表された
データに関する実験がほとんどない 

• ソフトウェアエンジニアが行う言語行為の種
類の記載がない 

• 言語行為を自動で検出するアルゴリズムがな
い
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言語行為(speech act)
• 発話とそれに伴う行為 

- 質問に答えること 

- 約束すること
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アプローチ
• 30人のprofessional programmerを募集 

• 2時間バグ修正を行う 

- 質問にはバーチャルアシスタントを使用 

‣ Wizard of Oz法[1]
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使用したバグ
• 解決済みのJavaのバグ 

• バグを選んだ基準 

1. 解決に少なくとも20分を要する 

2. 十分に理解できる 

3. ユーザーが簡単にバグを再現 

4. よく知られていないドメイン知識がなくても解決可能
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RQ(1/2)

RQ1.別のプログラマーが同じバグについて似た
質問をすることがあるか 

RQ2. プログラマーはバグ修正中にどのような質
問をしたか 

RQ3. プログラマーはどのような質問をよくした
か
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RQ1:結果
• プログラマーは似た質問をしている
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RQ2:結果
• APIなどの様々な質問があった 

• 質問のタイプを9のカテゴリに絞る 

- syntax, parameter, documentation, API, 
clarification, implementation, bug report, 
confirmation, system
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RQ3:結果

• clarificationQuestionが最も多い
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RQ(2/2)

RQ4. マルチラベル構成の全体的な予測モデルの
パフォーマンスはどのくらいか 

RQ5. 予測モデルはどの言語行為に対して最も高
い性能を有するか 

RQ6. 最も有益な特性はどれか
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評価実験
• ロジスティック回帰 

• 5分割交差検証 

- トレーニングデータにSMOTE[2]を適用
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RQ4:結果
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RQ5:結果
• 高いもので，precision90%を超えrecall75%を
超えた 

• 低いもので，precision,recall共に10%を下回
る

 14



RQ6:結果

• shallow feature[3, 4, 5]は有用 

• 特有の単語がある
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まとめと所感
• まとめ 

- ソフトウェア工学の会話の提供 

- 言語行為の分類システムの作成 

- バーチャルアシスタントの基礎を築く 

• 所感 

- ラベルの説明が欲しかった
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